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                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 
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                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/23 現在 

父島 

100/100 

母島  

94.1/100 

6月気象状況    （父島） 

最高気温   28.0℃ 

最低気温   24.3℃ 

平均気温   26.0℃ 

平均湿度   90％ 

月降水量  197.5mm 

住民基本台帳登録者数（7/1） 

             2,616 人 

             父島      母島               

  人口      2,158 人   458 人 

  世帯      1,218   279 

                                               

   

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
、

令
和
２
年
７
月

17日
（
金
）
に
小
笠
原
村
（
父
島
 

・
母
島
）
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
聖
火
ラ
ン
ナ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
内
を
走
る
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
の
募
集
は
、
東
京
都
聖
火
リ
レ
ー
実
行
委
員

会
に
加
え
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
各
社
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

多
く
の
村
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

東
京
都
聖
火
リ
レ
ー
実
行
委
員
会
及
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
４
社
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

ペ
ー
ジ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
東
京
都
聖
火
リ
レ
ー
実
行
委
員
会
】
 

https://www.tokyo-runner.jp 

【
日
本
コ
カ
・
コ
ー
ラ
株
式
会
社
】
 

https://team.cocacola.jp/ 

【
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
】
 

https://tokyo2020.torch-relay.toyota.jp/ 

【
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
】
 

https://seika.nissay-cp.jp/ 

【
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
】
 

https://2020.ntt/jp/tokyo/torch/ 

応
募
条
件
等
は
各
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
 

募
集
期
限
：
８
月

31日
（
土
）
 

        ●
問
合
せ
先
 
東
京
都
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
選
考
事
務
局
 
 
 

０
３
―
６
２
７
７
―
２
４
５
９
 

   
７
月

21日
に
行
わ
れ
た
小
笠
原
村
長
選
挙
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
有
権
者
数
】
 

 
《
父
島
》
 
１
，
６
９
１
人
 

《
母
島
》
 
 
 
３
７
１
人
 

 
《
合
計
》
 
２
，
０
６
２
人
 

【
投
票
率
】
 

 
《
父
島
》
 
 

71・

08％
 
 

《
母
島
》
 
 

75・

47％
 

 
《
合
計
》
 
 

71・

87％
 

【
得
票
数
】
 

 
 
当
選
 
森
下
 
一
男
 
 
 
１
，
０
０
８
票
 

 
 
 
 
 
一
木
 
重
夫
 
 
 
 
 
４
４
４
票
 

 
 
無
効
投
票
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ３
０
票
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
 
２
―
３
１
１
１
 

   
７
月

21日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の

小
笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
有
権
者
数
】
 

 
《
父
島
》
 
１
，
７
６
９
人
 

《
母
島
》
 
 
 
３
９
３
人
 

 
《
合
計
》
 
２
，
１
６
２
人
 

【
投
票
率
】（

東
京
都
選
出
）
 

 
《
父
島
》
 
 

69・

19％
 

《
母
島
》
 
 

73・

03％
 

 
《
合
計
》
 
 

69・

89％
 

【
得
票
数
】
 

《
東
京
都
選
出
》
 

 
 
丸
川
珠
代
 
 
 
 
５
０
２
票
 

 
 
 
塩
村
あ
や
か
 
 
 
１
０
４
票
 

 
 
た
け
み
敬
三
 
 
 
 
８
５
票
 

 
 
 
山
口
な
つ
お
 
 
 
１
４
９
票
 

 
 
 
み
ぞ
ぐ
ち
晃
一
 
 
 
 
５
票
 

 
 
森
純
 
 
 
 
 
 
 
 
４
票
 

 
 
 
山
岸
一
生
 
 
 
 
 
７
３
票
 

 
 
吉
良
よ
し
子
 
 
 
１
１
９
票
 

 
 
 
水
野
も
と
こ
 
 
 
 
４
３
票
 

 
 
関
口
安
弘
 
 
 
 
 
 
０
票
 

 
 
 
佐
藤
ひ
と
し
 
 
 
 
 
６
票
 

 
 
 
朝
倉
れ
い
子
 
 
 
 
１
３
票
 

 
 
 
お
と
き
た
駿
 
 
 
 
８
３
票
 

 
 
 
七
海
ひ
ろ
こ
 
 
 
 
１
１
票
 

 
 
 
横
山
ま
さ
ひ
ろ
 
 
 
１
０
票
 

 
 
 
野
原
よ
し
ま
さ
 
 
１
３
０
票
 

 
 
西
野
貞
吉
 
 
 
 
 
 
０
票
 

 
 
 
大
橋
ま
さ
の
ぶ
 
 
 
４
０
票
 

 
 
大
塚
紀
久
雄
 
 
 
 
 
１
票
 

 
 
 
野
末
陳
平
 
 
 
 
 
１
２
票
 

 
 
無
効
投
票
 
 
 
 
１
２
１
票
 

 《
比
例
代
表
選
出
》
 

※
候
補
者
名
で
の
投
票
分
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

 
日
本
共
産
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
１
４
票
 

 
自
由
民
主
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５
９
４
票
 

 
オ
リ
ー
ブ
の
木
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９
票
 

 
社
会
民
主
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
３
票
 

 
公
明
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
１
０
票
 

 
国
民
民
主
党
 
    

 
 
 
 
 
  

５
１
票
 

 
日
本
維
新
の
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９
６
票
 

幸
福
実
現
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
票
 

 
立
憲
民
主
党
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
５
４
票
 

 
労
働
の
解
放
を
め
ざ
す
労
働
者
党
 
 
 
３
票
 

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を
守
る
党
   

 
 
４
７
票
 

 
安
楽
死
制
度
を
考
え
る
会
 
 
 
 
 
２
８
票
 

 
れ
い
わ
新
選
組
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２

０
３
票
 

 
無
効
投
票
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８
７
票
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
 
２
―
３
１
１
１
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集

 

小
笠
原
村
長
選
挙
の
結
果

 

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
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６
月

23日
に
任
期
満
了
を
迎
え
た
小
笠
原
村
選

挙
管
理
委
員
会
の
改
選
が
６
月
の
村
議
会
定
例
会
に

お
い
て
行
わ
れ
、
次
の
４
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

 
小
笠
原
 
美
惠
子
（
再
選
）
 

伊
  藤

 
亜
  玲

（
再
選
）
 

田
 
口
 
 
 
茂
（
再
選
）
 

山
 
田
 
良
 
一
（
再
選
）
 

●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
 
２
―
３
１
１
１
 

  ・
職
種
 
 
 
医
師
 

・
募
集
人
数
 
１
名
 

・
応
募
資
格
 
昭
和

31年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
医
師
の
免
許
を
有
し
て
い
る
方
 

・
採
用
予
定
 
令
和
２
年
４
月
以
降
 

＊
詳
し
く
は
試
験
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

試
験
要
項
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
  ２

―
３
１
１
１
 

  

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追

悼
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。
 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
８
月

15日
（
木
）
午
後
５
時
～
 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
８
月

15日
（
木
）
午
前

11時

50分
～
 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 ２

―
３
１
１
３
 

母
島
支
所
庶
務
係
 ３

―
２
１
１
１
  

社
会
福
祉
協
議
会
 ２

―
２
４
８
６
 

母
島
事
務
局
 
  

３
―
２
１
８
８
 

   
８
月
は
、
個
人
住
民
税
(村

・
都
民
税
)(第

２

期
）、
国
民
健
康
保
険
税
(第

２
期
)、
介
護
保
険
料

(第
２
期
)お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
(第

１

期
)の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
９
月
２
日
(月
)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

 
 
 
 
 
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

村
立
小
中
学
校
で
は
、「
教
職
員
の
働
き
方
改
革
推

進
の
一
環
と
し
て
」
夏
季
休
業
期
間
中
に
、
学
校
閉

庁
日
を
設
け
ま
す
。
閉
庁
期
間
中
に
相
談
等
の
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
実
施
学
校
・
実
施
日
】
 

小
笠
原
小
中
学
校
 
８
月

13日
（
火
）
 

～

16日
（
金
）
 

 
母
島
小
中
学
校
 
 
８
月
５
日
（
月
）
 

～
９
日
（
金
）
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
     

２
―
３
１
１
７
 

    ○ 乳
・
○ 子

の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制

度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年

10月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。
 

医
療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
 

①
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す
乳

幼
児
・
児
童
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、
申
請
書

（
現
況
届
）
を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
す
。
 

②
９
月

12日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の
添
付

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
な
ど
資
格

該
当
審
査
を
行
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
９
月
末

ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
更
新
日

の
前
後
に
内
地
滞
在
（
都
内
）
な
ど
の
予
定
が
あ
る

場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し
 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、
加
入
す
る
健

康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
 

（
イ
）
前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
 

者
数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
（
今
年
の
１

月
２
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
、

小
笠
原
村
で
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
方
）
 

課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（
令
和
元
年
度
（
平

成

31年
度
）
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

所
）
の
役
所
で
交
付
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
 

※
申
請
者
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
医
療
証

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
後
、
所
得

要
件
範
囲
内
で
あ
る
と
判
明
し
て
も
、
新
た
に
交
付

さ
れ
る
医
療
証
の
開
始
日
は
所
得
が
確
認
で
き
た
日

か
ら
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
定
申
告
等
を
行
っ

て
い
な
い
方
は
○ 乳

・
○ 子
制
度
の
更
新
前
に
お
済

ま
せ
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

○ 乳
・
○ 子
所
得
制
限
に
つ
い
て
 

 
所
得
制
限
額
は
児
童
手
当
と
同
額
で
す
。
以
下
の

所
得
を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
 

扶
養
者
（
税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）
０
人
の

場
合
…
６
２
２
万
円
 

扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

38万
円
を
加
算
。

老
人
扶
養
者
は
１
人
に
つ
き
さ
ら
に
６
万
円
加
算
し

ま
す
。
 

＊
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら
必
要

経
費
を
引
い
た
額
で
す
。
所
得
制
限
額
は
、
所
得
か

ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額
に
よ
っ
て
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、
雑
損
・
医
療

費
・
小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障
害
者
控

除

40万
円
 

・
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦
(夫
)控
除

27万
円
、

寡
婦
特
別
控
除
８
万
円
 

 
医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。
 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

◇
○ 乳

と
○ 親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
○ 乳

が

優
先
し
ま
す
。
 

◇
○ 子

と
○ 親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
 

 
 
・
住
民
税
 非
課
税
の
場
合
、
○ 親

が
優
先
 

 
 
・
住
民
税
 課

 
税
の
場
合
、
○ 子

が
優
先
 

○ 子
と
○ 親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑

に
な
り
ま
す
（
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、
数
か
月

単
位
で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の

で
、
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、
○ 子

や
○ 親

の
医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。
 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合

に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で

の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、
○ 子

や
○ 親

の
医
療
証
を

ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
受
診
時
に

は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。

 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
の
改
選

 

小
笠
原
村
職
員
募
集

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

夏
休
み
中
の
学
校
閉
庁
日
に
つ
い
て

 

医
療
費
助
成
（
○ 乳

・
○ 子

）
制
度
の
医

療
証
の
更
新

 

戦
没
者
追
悼
式
典
に
つ
い
て
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  「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
よ
り
高
額
療
養
費
の
負
担
上
限
額
が
改
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
令
和
元
年
８
月
１
日
か
ら
○ 親
課
税

世
帯
（
負
担
者
番
号
８
１
１
３
６
６
４
０
で
始
ま
る

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
）
の
窓
口
で
負
担
す
る
額
が

改
正
さ
れ
ま
す
。
 

【
令
和
元
年
８
月
診
療
分
か
ら
】
 

 
通
院
１
月
あ
た
り
の
負
担
上
限
額
 
１
万
８
千
円
 

【
令
和
元
年
７
月
診
療
分
ま
で
】
 

 
通
院
１
月
あ
た
り
の
負
担
上
限
額
 
１
万
４
千
円
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  【
実
施
日
程
】
８
月

22日
（
木
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
８
月

23日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

  

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す
 

【
相
談
内
容
・
時
間
】
 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ

40分
以
内
）
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
８
月

28日
（
水
）
午
後
５
時
～
７
時
 

《
場
所
》
村
役
場
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
８
月

27日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
場
所
》
母
島
支
所
 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
）
 

●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 ０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５
 

   

 小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月

28日
（
水
）
午
前

11時
頃
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
  ２

―
３
１
１
１
 

   

   

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
や
子
育
て
世
帯

向
け
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。
 

【
①
非
課
税
者
分
】
 

 
対
象
者
は
、
令
和
元
年
度
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
で
す
。
(但

し
、
住
民
税
課
税
者
と
生
計

が
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養
親
族
、
生
活
保
護
被
保
護

者
等
は
対
象
外
で
す
。
) 

８
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
購
入
希
望
者
は
村
へ
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

※
住
民
税
未
申
告
者
は
申
告
が
必
要
で
す
。
 

【
②
子
育
て
世
帯
分
】
 

対
象
者
は
、
平
成

28年
４
月
２
日
～
令
和
元
年

９
月

30日
生
ま
れ
の
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
で

す
。
８
月
下
旬
に
商
品
券
購
入
引
換
券
を
送
付
し
ま

す
。
(申
請
は
不
要
で
す
。
) 

【
商
品
券
に
つ
い
て
】
 

商
品
券
は
、
１
冊
５
千
円
（
額
面
５
０
０
円
×

10枚
つ
づ
り
）
を
４
千
円
で
販
売
し
ま
す
。
①
の

該
当
者
は
、
一
人
あ
た
り
５
冊
を
限
度
と
し
て
、
②

の
該
当
者
は
、
対
象
の
子
供
の
数
×
５
冊
を
限
度

と
し
て
販
売
し
ま
す
。
 

①
と
②
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
人
は
、
両
方
の

条
件
で
購
入
出
来
ま
す
。
 

【
販
売
と
使
用
可
能
期
間
】
 

商
品
券
は
、
令
和
元
年
９
月

24日
か
ら
令
和
２

年
２
月

14日
ま
で
販
売
し
、
使
用
は
、
令
和
元
年

10月
１
日
か
ら
令
和
２
年
２
月

29日
ま
で
、
村
内

の
商
品
券
取
扱
い
店
舗
で
可
能
と
な
り
ま
す
。
 

○
詳
細
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 総

務
課
企
画
政
策
室
 ２

―
３
１
１
１
 

  

        

東
京
都
で
は
、
父
島
及
び
兄
島
全
域
の
地
形
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
、

「
航
空
レ
ー
ザ
測
量
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
左
記
の
実
施
要
領
の
と
お
り
で
す
。
 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

 【
作
業
期
間
】
８
月

28日
～
９
月

10日
の
う
ち
４

日
間
程
度
（
天
候
に
よ
り
順
延
の
可
能
性
あ
り
）
 

【
作
業
時
間
】
日
中
に
２
～
３
フ
ラ
イ
ト
を
予
定

（
１
フ
ラ
イ
ト
は
最
長
約
３
時
間
）
 

【
作
業
場
所
】
洲
崎
地
区
の
臨
時
場
外
離
着
陸
場
を

拠
点
と
し
て
、
父
島
及
び
兄
島
全
域
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
 

【
飛
行
高
度
】
約
４
５
０
ｍ
 

 ※
「
航
空
レ
ー
ザ
測
量
」
と
は
 

航
空
機
に
取
り
付
け
た
「
航
空
レ
ー
ザ
計
測
装

置
」
か
ら
レ
ー
ザ
光
を
使
用
し
て
、
空
か
ら
地
形
を

計
測
す
る
測
量
技
術
で
す
。
こ
の
技
術
に
よ
り
、
植

生
の
あ
る
場
所
も
含
め
た
地
形
を
正
確
に
計
測
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
、
幅
広
い
分
野
（
地
図
作

成
、
農
業
、
林
業
等
）
で
利
用
さ
れ
て
い
る
技
術
で

す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
支
庁
港
湾
課
 
 
 ２

―
２
１
６
２
 

     

医
療
費
助
成
（
○ 親

）
制
度
の
改
正

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

 
小
笠
原
村
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
 

の
販
売
に
つ
い
て

 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
父
島
及

び
兄
島
全
域
の
地
形
調
査
に
つ
い
て
 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
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   【
試
験
日
】
 

11月

10日
（
日
）
 

午
前
９
時

30分
～
午
後
３
時

30分
 

【
試
験
会
場
】
 

 
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
受
験
願
書
の
配
布
】
 

 
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
配
布
 

【
受
験
願
書
の
受
付
】
 

①
電
子
申
請
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
Ｈ
Ｐ
）
は
、
８

月

19日
（
月
）
午
前

10時
～
９
月
４
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で
 

②
書
面
申
請
は
、
８
月

19日
（
月
）
～
９
月
２
日

（
月
）
ま
で
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り
、

（
公
社
）
東
京
都
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ま
た
は
（
一

社
）
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
て
受
付
（
郵
送
の
場

合
当
日
消
印
有
効
）
 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
Ｈ
Ｐ

（
http://www.khk.or.jp）

を
参
照
の
こ
と
。
 

※
支
庁
で
は
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

支
庁
産
業
課
商
工
担
当
 ２

―
２
１
２
２
 

     
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
 

【
募
集
期
間
】
８
月
１
日
（
木
）
～

20日
（
火
）
 

【
対
象
事
業
】
 

 
○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業
 

 
○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業
 

 
○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
 
 
  
に
関
す
る
事
業
 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
 

①
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す
る

事
業
 

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
地
域
振
興
に
係
る
事
業
 

【
補
助
対
象
団
体
】
 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等
 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者
 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外
 

【
補
助
金
額
】
 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円
 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。
 

【
事
業
期
間
】
 

 
事
業
開
始
か
ら
令
和
２
年
７
月

31日
ま
で
 

【
申
込
方
法
】
 

 
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出
 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】
 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室
 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係
 

 ●
問
合
せ
先
 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
 
企
画
管
理
課
 

 
 
 
 
 
 
 
 
０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６
 

総
務
課
企
画
政
策
室
 
 
 
 
 
 
２
―
３
１
１
１
 

     
宮
之
浜
交
差
点
の
道
路
環
境
整
備
に
伴
い
、
正
し

い
通
行
方
法
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 

                                       

                                      ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
警
察
署
 
 
２
―
２
１
１
０
 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集
 

（
第
２
回
）
 

令
和
元
年
度
高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油

ガ
ス
国
家
試
験
の
お
知
ら
せ
 

宮
之
浜
交
差
点
の
通
行
方
法
に
つ
い

て
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東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（
電
話
相
談
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
す
。
 

 【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日
 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。
 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時
 

 ※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
 

ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。
 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

                    

                          ●
問
合
せ
先
 
東
京
都
生
活
文
化
局
 都

民
の
声
課
 

 
０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５
 

  【
日
時
】
 

８
月

14日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
 

 
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

退
職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

           『
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
る
』
こ
と
を
目
標

に
口
腔
機
能
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
 

※
対
象
者
：

65歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い

な
い
方
 

※
口
腔
機
能
と
は
、
噛
む
こ
と
、
飲
み
込
む
こ
と
、

話
す
こ
と
な
ど
口
の
機
能
の
こ
と
 

【
期
間
】
令
和
元
年
９
月
か
ら

12月
ま
で
の
４
か

月
間
に
計
５
回
 

※
お
電
話
で
の
お
申
し
込
み
後
、
個
別
に
ご
連
絡
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
み
締
め
切
り
は
８
月

20日
（
火
）、

た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

詳
し
い
日
程
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

        

  

８
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
８
月
１
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
８
月
１
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者
 

【
日
時
】
８
月

19日
（
月
）
 

午
前

10時
～

11時

30分
 

【
集
合
場
所
】
母
島
支
所
 
大
広
間
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

    

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る
 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

介
護
予
防
事
業
の
『
口
腔
機
能
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

（
母
島
・
父
島
）

 

定
期
予
防
接
種

 

育
児
学
級
（
お
や
つ
の
会
）
(母

島
) 
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対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳

の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
日
時
：
８
月
８
日
（
木
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
半
 

 
 
 
 
場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
：
８
月

20日
（
火
）
 

受
付
時
間
：
午
後
２
時
～
３
時
 

 
 
 
 
 
場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
 村

民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

平
成

31年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
の

間
に
限
り
、
次
の
対
象
者
の
方
に
対
し
風
し
ん
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
を
公
費
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 
昭
和

37年
４
月
２
日
～
昭
和

54年

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
 

【
実
施
内
容
】
 
風
し
ん
抗
体
検
査
受
検
後
、
十
分

な
量
の
抗
体
が
な
い
方
に
限
り
、
予
防
接
種
を
実

施
。
 

【
実
施
方
法
】
 

①
 
秋
の
小
笠
原
村
住
民
健
診
受
診
時
に
抗
体
検
査

を
実
施
 

（
抗
体
検
査
結
果
は
住
民
健
診
結
果
返
却
（
年
末
～

年
明
け
）
時
に
返
却
→
抗
体
な
し
の
場
合
、
翌
年
２

月
若
し
く
は
３
月
頃
に
予
防
接
種
実
施
）
 

②
 
①
以
外
の
検
査
方
法
・
時
期
を
ご
希
望
の
方

は
、
福
祉
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
別
途
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
実
施
に
必
要
な
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。
 

【
備
考
】
 
風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
対
象
者

以
外
の
方
の
東
京
都
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
（
対
象

者
：
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
若
し
く
は
妊
娠
中
・

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
同
居
の
男
性
）
は
従
来
ど

お
り
、
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
福
祉
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 村

民
課
福
祉
係
 
２
―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

    

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目

的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
開
催
期
間
】
 

《
父
島
》
８
月
１
日
（
木
）
～

31日
（
土
）
 

《
母
島
》
８
月
１
日
（
木
）
～

31日
（
土
）
 

【
時
間
】
午
前
６
時

30分
～
 

【
場
所
】
 

《
父
島
》
興
洋
岸
壁
・
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
 

《
母
島
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】
 

 
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
内
容
は
①
出
席
の
ハ
ン
コ
捺
し
②
参
加
人
数
の

カ
ウ
ン
ト
③
体
操
の
お
手
本
等
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 

父
島
 
 
２
―
２
４
８
６
 

母
島
 
 
３
―
２
１
８
８
 

    

      【
父
島
】
 
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
８
月

26日
（
月
）
～

29日
（
木
）
 

午
前
・
午
後
 

【
母
島
】
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
８
月

22日
（
木
）
午
前
・
午
後
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
 

事
前
に
電
話
又
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時

30分
～
午
後
５
時
で
と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

 
 
 
 
 
 
母
島
診
療
所
 
 
 
３
―
２
１
１
５
 

          

８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

 

 ○
乗
船
券
代
の
お
支
払
い
に
つ
い
て
 

父
島
営
業
所
で
予
約
し
た
乗
船
券
（
搭
乗
券
引
換

書
）
は
、
ご
出
発
の
前
日
ま
で
に
父
島
営
業
所
窓
口

で
現
金
も
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
て
お
支
払

い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
父
島
営
業
所
 
 
２
―
２
１
１
Ⅰ
 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,107 等級 大人 小人

56,480 48,330 28,240 (+469) 4,520 2,260

(+2,440) (+2,090) (+1,220) 14,995 (+640) (+320)

40,790 32,640 20,400 (+437) 5,430 2,720

(+1,760) (+1,410) (+880) 13,794 (+770) (+390)

30,740 24,600 15,370 (+402) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+1,330) (+1,070) (+660) 1,614

26,990 21,600 13,500 (+47)

(+1,170) (+940) (+590) 1,201 9,115

等級 村民 村民小人 身障者 (+35) (+821)

41,620 20,810 28,240 8,546

(+1,790) (+890) (+1,220) (+770)

27,510 13,760 20,400 7,977

(+1,180) (+590) (+880) (+719)

20,730 10,370 15,370 913

(+890) (+450) (+660) (+82)

18,200 9,100 13,500 688

(+790) (+390) (+590) (+62)

8月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
の
お

知
ら
せ

 

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
及
び
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

事前 

予約申込 

必要 
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   ◎
盆
踊
り
練
習
会
 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付

け
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。」

と
い
う
方
か
ら
、「

本
番

前
の
肩
慣
ら
し
。」

と
い
う
方
も
、
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
参
加
さ
れ
た
方

に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー
認
定
証
」
を
発
行

し
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月
７
日
（
水
）・

８
日
（
木
）
 

午
後
７
時
～
８
時

30分
 
 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
 

（
雨
天
時
中
止
）
 

 ◎
盆
踊
り
、
唄
い
手
募
集
！
 

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！
対
象
と
な
る
曲
目
と
、
申
込
み
方

法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
唄
い
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
盆
踊
り
練
習
会

の
ど
ち
ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
下
さ
い
。
我
こ
そ

は
！
と
い
う
“
の
ど
自
慢
”
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭
 

【
申
込
先
】
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
 
（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
 

【
申
込
締
切
】
８
月
７
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で
 

【
本
番
】
８
月
９
日
（
金
）
又
は

11日
（
日
）
 

 ◎
臨
時
バ
ス
運
行
 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

【
運
行
日
】
８
月
９
日
（
金
）・

10日
（
土
）・

 

11日
（
日
）
 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
～
扇
浦
～
小
港
園
地
 

【
運
賃
】
無
料
 

【
運
行
時
刻
】
お
祭
り
広
場
発
 

○
午
後
８
時

20分
 

○
午
後
９
時
 

○
午
後
９
時

40分
 

【
臨
時
バ
ス
乗
車
整
理
券
】
各
日
の
盆
踊
り
開
始
時

刻
午
後
６
時

30分
か
ら
、
会
場
内
本
部
テ
ン
ト
に

て
先
着
順
に
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
 

【
定
員
】
各
便

28名
 

※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
 

 ◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
 

小
笠
原
の
夏
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
退
屈

知
ら
ず
！
一
緒
に
盆
踊
り
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
！
？
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
村
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

 ◎
花
火
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ
 

毎
年
盆
踊
り
大
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
花
火

大
会
で
す
が
、
船
舶
に
お
け
る
危
険
物
取
扱
規
則
の

変
更
に
伴
い
、
現
在
の
貨
物
船
・
共
勝
丸
で
は
花
火

運
搬
に
関
す
る
資
格
が
な
く
、
運
搬
が
許
可
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
年
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る
花
火
大
会
は
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

現
在
、
共
勝
丸
に
お
い
て
は
、
国
の
審
査
機
関
と

花
火
運
搬
の
許
可
を
と
る
た
め
鋭
意
協
議
中
で
あ
り

ま
す
。
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
と
し
て
も
早
期
の

花
火
大
会
再
開
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

 ◎
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
中
止
の
お
知
ら
せ
 

 
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
つ
、
８
月
３
日
に

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
」
で
す

が
、
参
加
団
体
の
都
合
に
よ
り
、
今
年
は
中
止
と
な

り
ま
す
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
な

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
卒
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
 
事
務
局
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
  

 
２
―
２
５
８
７
 

   

左
記
の
日
程
で
「
母
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

（
す
べ
て
無
料
・
予
約
不
要
）
 

天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

○
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
 

【
日
程
】
８
月
２
日
（
金
）・

４
日
（
日
）・

９
日

（
金
）・

10日
（
土
）・

16日
（
金
）・

17日

（
土
）・

20日
(火
)・

21日
(水
)・

27日
(火
) 

【
時
間
】
午
後
８
時
～
 

【
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
 

【
内
容
】
母
島
の
水
辺
の
生
き
物
に
直
接
触
り
な
が

ら
解
説
を
行
い
ま
す
。
 

○
稚
亀
放
流
＆
星
空
観
賞
 

【
日
程
】
８
月
３
日
（
土
）
 

【
時
間
】
午
後
８
時
～
 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
 

【
内
容
】
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
海
に
放
流
し
た
後
、
浜
に
寝
転
が
っ
て
星

空
を
観
賞
し
ま
す
。
星
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ
り
ま

す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
孵
化
の
状
況
に
よ
っ
て
は
稚

亀
放
流
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

○
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会
 

【
日
時
】
８
月

12日
（
月
）
午
前

10時
～
 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園
 

【
内
容
】
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
（
親
亀
）
を
放
流
し
ま

す
。
 

○
南
洋
踊
り
体
験
会
 

【
日
程
】
８
月
６
日
（
火
）・

13日
（
火
）
 

【
場
所
】
母
島
沖
港
船
客
待
合
所
 

【
時
間
】
午
後
８
時
～
 

【
内
容
】
小
笠
原
の
伝
統
舞
踊
で
あ
る
南
洋
踊
り
を

本
格
的
な
衣
装
を
着
け
て
体
験
で
き
ま
す
。
 

○
母
島
納
涼
盆
踊
り
大
会
 

 
２
０
１
９
年
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 ●
問
合
せ
先
  

母
島
観
光
協
会
 
３
―
２
３
０
０
 

   

左
記
の
日
程
で
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
競
漕
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

【
日
程
】
９
月

22日
（
日
）
※
荒
天
中
止
 

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、
追
っ
て
母
島
観
光

協
会
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
  

母
島
観
光
協
会
 
３
―
２
３
０
０
 

        

今
春
か
ら
自
由
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

オ
ガ
グ
ワ
の
森
に
お
い
て
、「
ア
カ
ギ
を
活
用
し
た

イ
ス
づ
く
り
第
２
弾
」、「

大
オ
ガ
グ
ワ
の
根
っ
こ
磨

き
」、「
植
栽
苗
周
辺
の
手
入
れ
」
等
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月

31日
（
土
）
８
時

30分
～
お
昼
頃
 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
村
役
場
駐
車
場
 

【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷
の
村
有
地
（
林
内
）
 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど
 

※
事
前
申
込
制
で
す
。
作
業
に
必
要
な
道
具
等
は
貸

与
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

母
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

２
０
１
９
 

第
５
回
 
母
島
カ
ノ
ー
大
会
 

オ
ガ
グ
ワ
の
森
づ
く
り
体
験
会
 

参
加
者
募
集

 



  NO．702   令和元（2019）年 8 月 1 日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-8- 

   

村
で
は
、
イ
ヌ
・
ネ
コ
に
限
ら
ず
、
モ
ル
モ
ッ
ト

や
カ
メ
・
鳥
・
熱
帯
魚
・
昆
虫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
わ
れ
て
い
る
動
物
の
適
正
飼
養
の
推
進
や
、
ペ

ッ
ト
等
が
野
生
下
に
放
た
れ
、
外
来
生
物
と
な
っ
て

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

具
体
的
な
制
度
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

飼
養
登
録
や
逸
走
防
止
、
島
外
か
ら
の
持
ち
込
み

申
告
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
愛
玩
動
物
等
の
管
理
に
関

す
る
条
例
」
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
村
民
の
み
な

さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見
を
う
か
が
う
た
め
、
次
の
日

程
で
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。
 

○
母
島
 

【
日
時
】
８
月

20日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら
 

【
場
所
】
母
島
支
所
 
大
広
間
 

○
父
島
 

【
日
時
】
８
月

25日
（
日
）
午
後
５
時
か
ら
 

【
場
所
】
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
環
境
課
環
境
係
 
２
―
３
１
１
１
 

  【
休
診
日
】
８
月

23日
（
金
）
 

～
９
月
９
日
（
月
）
 

※
診
療
は
９
月

11日
（
水
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。
 

※
同
室
で
は
、
野
生
動
物
の
治
療
も
行
う
た
め
、
緊

急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方
に

は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た
だ

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 

（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
２
―
３
１
１
１
 

   

       
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ

ア
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
に
安
全
に
楽
し
く

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と

連
携
し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認

定
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

【
講
習
実
施
期
間
（
予
定
）】

 

10月

24日
（
木
）
～

26日
（
土
）
 

 
 

24日
 
 
 
 
  午
後
１
時
～
午
後
９
時
 

 
 

25日
、

26日
 
 午
前
９
時
～
午
後
６
時
 

（
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す
）
 

【
講
習
受
講
申
込
み
期
間
】
 

《
申
込
期
間
》
８
月
５
日
（
月
）
～

23日
（
金
）
 

《
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》
村
役
場
産
業
観
光
課
 

ま
た
は
母
島
支
所
 
 

【
事
前
泳
力
測
定
】
 

９
月

18日
（
水
）
に
次
の
内
容
で
事
前
泳
力
測

定
を
行
い
ま
す
。
 

（
荒
天
時
は
９
月

24日
（
火
）
に
延
期
し
ま
す
）
 

（
１
）
 ２

０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル
（
制
限
タ
イ
ム
４
分
 

（
２
）
 ４

０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
 

（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
ル
・
フ
ィ
ン
着
用
 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
・
制
限
タ
イ
ム
７
分
）
 

（
３
）

25ｍ
平
行
潜
水
（
制
限
タ
イ
ム
な
し
）
 

（
４
）

40ｍ
平
行
潜
水
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
 

ル
・
フ
ィ
ン
着
用
 
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
・
 

 
制
限
タ
イ
ム
な
し
）
 

 
講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局
 
 

産
業
観
光
課
 
 
 
２
―
３
１
１
４
 

    
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、「

小
笠

原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
」
に
基
づ
く
新
規
登
録
講

習
を
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
の
登
録
に
は
、
当
協

議
会
が
実
施
す
る
講
習
の
受
講
に
加
え
、
東
京
都
自

然
ガ
イ
ド
認
定
講
習
を
修
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
今
年
度
実
施
の
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規

講
習
に
つ
い
て
も
必
ず
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
 

※
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
は
、
当
協
議
会
が

定
め
る
講
習
の
受
講
や
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険
等
の

加
入
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
る
ガ
イ
ド
を
登

録
す
る
も
の
で
あ
り
、「
ガ
イ
ド
技
能
の
認
定
」
や

「
ガ
イ
ド
資
格
等
を
付
与
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
登
録
し
な
け
れ
ば

陸
域
の
ガ
イ
ド
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な

い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

 【
講
習
実
施
期
間
】
 

11月
中
に
合
計

15時
間
程
度
の
講
習
を
予
定
 

※
こ
の
ほ
か
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
（
認
定
済
み
の
方
は
不
要
）。

 

 
 

【
講
習
受
講
申
込
み
】
 

《
申
込
期
間
》
８
月
５
日
（
月
）
～

23日
（
金
）
 

《
申
込
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》
村
役
場
産
業
観
光

課
ま
た
は
母
島
支
所
 

※
申
込
の
際
に
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
す
。
 

※
な
お
、
来
年
度
は
新
規
講
習
の
実
施
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 【
主
な
登
録
要
件
（
抜
粋
）】

 

○
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
居

住
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
は
「
準
ガ
イ
ド
」
と
し

て
の
登
録
が
可
能
）
 

○
小
笠
原
に
お
け
る
ガ
イ
ド
業
等
の
実
務
実
績
が
１

年
以
上
あ
る
こ
と
（
実
務
実
績
の
申
告
に
は
登
録
ガ

イ
ド
の
推
薦
（
父
島
：
５
名
、
母
島
：
２
名
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

 

〇
「
上
級
救
命
講
習
修
了
者
」
等
の
救
命
・
救
急
法

の
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
 

○
傷
害
保
険
お
よ
び
過
失
責
任
に
対
応
す
る
賠
償
責

任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
 

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
公
開
に
応
じ
る
こ
と
 

○
ガ
イ
ド
登
録
料
１
万
円
（
２
年
更
新
）
を
支
払
う

こ
と
 

 

登
録
に
は
、
こ
れ
ら
の
登
録
要
件
や
実
務
実
績
等

に
つ
い
て
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
ル
ー

ル
・
ガ
イ
ド
制
度
検
討
部
会
に
よ
る
審
査
を
経
て
決

定
さ
れ
ま
す
。
 

 【
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
と
は
】
 

 
こ
の
制
度
は
、
小
笠
原
の
陸
域
の
野
外
に
お
い
て

自
然
観
光
資
源
に
関
す
る
解
説
お
よ
び
案
内
を
有
料

で
提
供
す
る
方
を
対
象
に
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
協
議
会
が
掲
げ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
主
旨
に
則

り
、
小
笠
原
固
有
の
自
然
や
文
化
を
保
全
し
て
、
適

正
で
持
続
的
な
利
用
を
図
り
、
利
用
者
や
地
域
社
会

に
信
頼
さ
れ
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
地

域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
の
社
会
的
地

位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局
 

 
 
 
 
産
業
観
光
課
 
 
 
 
２
―
３
１
１
４
 

      

愛
玩
動
物
等
の
管
理
に
関
す
る
 

条
例
（
案
）
懇
談
会
に
つ
い
て

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診

 

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
認
定
講
習
の
実
施
 

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
新
規
登
録
講
習

の
実
施
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南
島
に
入
島
を
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
東
京
都

自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
で
す
。
 

た
だ
し
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の

み
で
の
利
用
で
あ
っ
て
、
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ

た
場
合
は
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
の
同
行
が
な
く
て

も
南
島
に
入
島
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
利
用
方
法
を
南
島
の
村
民
利
用
制
度
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
 

【
利
用
方
法
・
手
続
き
】
 

１
 
村
役
場
産
業
観
光
課
で
村
民
利
用
の
届
出
※
を

行
い
、
腕
章
を
受
け
取
る
。
 

２
 
総
合
事
務
所
３
階
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

で
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
※
を
受
け
る
。
 

３
 
南
島
に
入
島
す
る
際
に
は
常
に
腕
章
を
着
用
し

「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
」
に
従
い
行
動
す
る
。
 

４
 
南
島
か
ら
戻
っ
た
ら
速
や
か
に
腕
章
を
返
却
す

る
。
 

※
村
民
利
用
の
届
出
は
平
日
の
受
付
と
な
り
ま
す
。
 

※
指
定
ル
ー
ト
の
利
用
者
講
習
は
原
則
と
し
て
月
に

１
回
の
開
催
で
す
。
詳
し
く
は
森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
（
２
―
３
４
０
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

【
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
の
遵
守
】
 

南
島
を
利
用
す
る
に
は
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル

を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、

村
民
利
用
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
利
用
す
る

際
に
は
ル
ー
ル
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

《
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
 

（
村
民
利
用
適
用
箇
所
）》

 

・
定
め
ら
れ
た
経
路
（
扇
池
砂
浜
部
分
と
自
然
観
察

路
）
以
外
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

・
利
用
時
間
は
２
時
間
以
内
で
す
。
 

・
入
島
禁
止
期
間
（

11月
上
旬
～
２
月
上
旬
）
の

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

   

《
自
然
観
察
路
》
 

           【
南
島
利
用
上
の
注
意
事
項
】
 

○
海
況
や
天
候
に
よ
っ
て
は
上
陸
を
諦
め
る
な
ど
、

安
全
を
最
優
先
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

○
け
が
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
肌
を
出
来
る

だ
け
露
出
し
な
い
服
装
、
滑
り
に
く
い
履
物
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
陸
や
島
内
の
移
動
の
際

は
、
慎
重
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
 

○
父
島
や
母
島
に
は
、
南
島
に
は
持
ち
込
ま
れ
て
い

な
い
外
来
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
南
島
に
新
た
な

外
来
種
を
持
ち
こ
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
靴
底

の
洗
浄
や
衣
類
等
に
付
い
た
種
子
の
除
去
、
持
ち
物

や
船
内
に
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
が
潜
ん
で
い
な
い
か

な
ど
事
前
に
入
念
な
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

○
南
島
は
国
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
自
然
公
園
法
の

特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
島
内
の
動

植
物
や
岩
な
ど
を
傷
つ
け
る
こ
と
や
貝
殻
や
砂
を
含

め
島
内
に
あ
る
物
の
一
切
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

〇
南
島
は
非
常
に
多
く
の
観
光
客
の
方
も
利
用
す

る
、
小
笠
原
を
代
表
す
る
景
勝
地
の
一
つ
で
す
。
美

し
い
南
島
を
皆
で
守
り
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

・
ゴ
ミ
は
決
し
て
捨
て
な
い
 

・
用
便
は
上
陸
前
に
済
ま
せ
て
お
く
。
万
が
一
の
場

合
に
備
え
、
携
帯
ト
イ
レ
を
持
参
す
る
 

●
問
合
せ
先
 

産
業
観
光
課
 
２
―
３
１
１
４
 

   ◎
小
笠
原
の
昆
虫
展
～
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
シ

リ
ー
ズ
第
二
弾
 

 
普
段
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
小
笠
原
の
昆

虫
類
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
島
に
生
息
す
る
昆
虫
た

ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
自
由
研
究
の
題
材
に
も

ぴ
っ
た
り
！
昆
虫
展
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
・
昆
虫
ク
イ

ズ
も
開
催
中
で
す
。
ぜ
ひ
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！
 

【
期
間
】
８
月
１
日
（
木
）
～
８
月

30日
（
金
）
 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中

（
着
発
期
間
中
は
日
曜
休
館
）
 

【
開
館
時
間
】
 
午
前
９
時
～
午
後
５
時
 

※
詳
細
は
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

 ２
―
７
１
７
４
 

       
希
少
鳥
獣
の
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
保
護
管
理
法

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い
る
国
指
定
小
笠
原
群
島
鳥

獣
保
護
区
小
笠
原
群
島
特
別
保
護
地
区
は
、

10月

31日
に
存
続
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
希
少
鳥
獣
の
生
息
地
と
し
て
保
護
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

11月
１
日
以
降
も
国
指
定
小

笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
小
笠
原
群
島
特
別
保
護
地
区

と
し
て
指
定
す
る
予
定
で
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
環
境
省
で
は
、
当
該
特
別
保
護
地
区

の
指
定
に
関
す
る
計
画
書
（
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
国
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
 

 

【
意
見
募
集
対
象
】
 

国
指
定
小
笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
小
笠
原
群
島
特
別

保
護
地
区
指
定
計
画
書
（
案
）
 

【
資
料
の
入
手
方
法
】
 

 
①
問
合
せ
先
で
の
閲
覧
・
入
手
 

 
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
閲
覧
 
電
子
政
府
の

総
合
窓
口
［
e-Gov］

 

 
③
郵
送
に
よ
る
送
付
 
問
合
せ
先
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
 

【
意
見
提
出
期
限
】
 

７
月

29日
（
月
）
～
８
月

16日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
 

【
意
見
提
出
先
】
環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生
物
課
 

※
具
体
的
な
意
見
の
提
出
方
法
は
、
環
境
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
先
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
 

 ２
―
７
１
７
４
 

    
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
 

 【
日
時
】
９
月
１
日
（
日
）
 
午
前
９
時
か
ら
 
 
 

【
集
合
場
所
】
宮
之
浜
海
岸
 
駐
車
場
 

受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

尚
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り

ま
す
が
、
軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
商
工
会
 
 
 
２
―
２
６
６
６
 

     

南
島
の
村
民
利
用
制
度

 
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
 

お
知
ら
せ
 

国
指
定
小
笠
原
群
島
鳥
獣
保
護
区
 

小
笠
原
群
島
特
別
保
護
地
区
の
更
新
 

に
か
か
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 

に
つ
い
て
 

宮
之
浜
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
 

の
実
施
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東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
で

18歳
以
上
と
な
る
方
 

※
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
を
推
奨
し
ま
す
。
 

【
講
習
期
間
】
９
月
２
日
（
月
）
～

10月

31日

（
木
）
 

※
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
現
地
講
習
も
あ
り
ま
す
。
 

※
ま
た
、
天
候
等
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

【
受
講
料
】
３
千
円
 

【
申
込
用
紙
配
布
場
所
】
 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課
 

 
 
 
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
 

※
配
布
は
８
月
１
日
（
木
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
８
月
１
日
（
木
）
～

14日
（
水
）
 

※
申
込
者
が
２
名
に
達
し
な
い
場
合
、
今
年
度
の
講

習
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
 
２
―
２
１
６
７
 

    
８
月

30日
ま
で
毎
日
開
館
（
８
月

31日
休
館
）
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
夜
間
～
午
後
９
時
）
 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
島
の
く
ら
し
」
展
～
現
在
の
島
の
生
活
を
紹
介
 

開
催
中
 

 
島
外
に
住
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
島
民
で
あ
っ
て
も

意
外
と
知
ら
な
い
島
の
生
活
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
 

■
新
館
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い
た

キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

 
父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

【
講
演
会
】
 

《
タ
イ
ト
ル
》
学
校
建
築
：
来
し
方
・
行
く
末
 

（
第
１
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座
２
０
１
９
）
 

《
内
容
》
学
校
建
築
の
起
源
や
系
譜
、
そ
し
て
今
日

の
計
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性
や
小
中
一
貫
校
、
避

難
所
と
し
て
の
学
校
建
築
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
 

《
講
演
者
》
上
野
 
淳
（
首
都
大
学
東
京
 学

長
）
 

《
日
時
》
８
月

23日
(金
)午
後
７
時
〜
８
時
 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
 

《
共
催
･協
力
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（
ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
協
会
）、（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
小
笠
原

村
 

《
場
所
》
新
館
ホ
ー
ル
 
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

    

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 
 
 

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て

実
施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ

さ
い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
 

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
 

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
８
月

19日
（
月
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
８
月

30日
（
金
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

   ２
―
３
４
０
３
 

        

    海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

219 

 ―
迷
走
ガ
メ
レ
ス
キ
ュ
ー
―
 

６
月
中
旬
く
ら
い
か
ら
産
卵
に
上
陸
す
る
母
ガ
メ

の
数
が
増
え
だ
し
、
７
月
中
旬
の
現
在
、
産
卵
の
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
産
卵
が
増
え
る
と
同
時

に
、
産
卵
に
来
た
の
に
上
陸
す
る
場
所
を
間
違
え
て

し
ま
っ
て
道
路
に
出
て
し
ま
っ
た
り
、
帰
り
道
を
迷

っ
て
川
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
「
迷
走
ガ
メ
」

も
出
て
き
ま
す
。
今
年
は
、
例
年
に
比
べ
る
と
派
手

に
迷
走
す
る
カ
メ
が
多
い
印
象
で
す
。
 

 
先
日
、
初
寝
浦
に
調
査
に
行
っ
た
際
に
は
、
砂
浜

に
完
全
に
仰
向
け
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
っ
た
母

ガ
メ
を
発
見
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
あ
ま
り
に
景
色

に
同
化
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
存
在
に
ス
タ
ッ
フ
の

誰
一
人
気
づ
か
ず
、
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
よ
う
や
く

「
う
わ
っ
！
」
と
カ
メ
の
姿
が
目
に
入
っ
て
き
ま
し

た
。
調
査
で
行
っ
て
い
た
た
め
、
迷
走
時
に
使
用
す

る
道
具
は
何
一
つ
な
く
…
、
結
局
は
そ
の
場
に
い
た

３
人
の
力
わ
ざ
で
カ
メ
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
救
出
に

成
功
し
ま
し
た
。
 

 
別
の
日
、
島
民
の
方
の
通
報
を
受
け
境
浦
に
行
く

と
、
木
の
根
の
間
に
完
全
に
挟
ま
っ
た
母
ガ
メ
に
遭

遇
。
ど
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
そ
こ
に
辿
り
着
い
た
の

か
･･･。

到
底
１
人
で
は
対
処
で
き
ず
、
応
援
を
呼

ぶ
こ
と
に
。
ロ
ー
プ
や
浜
に
転
が
っ
て
い
る
流
木
を

駆
使
し
、
１
時
間
半
か
け
て
や
っ
と
母
ガ
メ
を
救
出

で
き
ま
し
た
。
 

 
今
後
も
続
く
産
卵
シ
ー
ズ
ン
、
次
は
ど
ん
な
迷
走

ガ
メ
に
出
会
う
の
か
、
楽
し
み
（
？
）
に
し
て
い
ま

す
。
 

 

迷
走
ガ
メ
を
見
か
け
た
際
に
は
、
小
笠
原
海
洋
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
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 ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net   

   「
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー

ル
遵
守
の
お
願
い
」
 

  
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
イ
ル
カ
ツ
ア
ー
も

益
々
賑
わ
い
を
見
せ
る
時
期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

船
か
ら
イ
ル
カ
を
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
た
り
、
海
に
入

っ
て
一
緒
に
泳
い
だ
り
と
、
広
大
な
海
を
自
由
に
泳

ぎ
回
る
野
生
の
イ
ル
カ
を
目
の
前
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
、
こ
こ
小
笠
原
の
海
の
魅
力
の
一
つ
で

す
。
こ
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
小
笠
原
の
海
を
次
世
代

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
う
え
で
、
イ
ル
カ
た
ち
と
の
適

切
な
付
き
合
い
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
笠
原

で
は
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
を
対

象
と
し
た
自
主
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
 

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー

ル
】
 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
）
 

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１

隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。
 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ
の
配
慮

を
考
え
る
こ
と
。
 

 

こ
の
自
主
ル
ー
ル
は
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
ガ
イ

ド
部
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
事
業
者

に
よ
っ
て
２
０
０
５
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
イ

ル
カ
の
生
息
環
境
保
全
と
ツ
ア
ー
参
加
者
の
安
全
・

快
適
性
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
を

催
行
さ
れ
る
皆
様
、
そ
し
て
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
る

皆
様
に
は
、
自
主
ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ☆
イ
ル
カ
の
自
主
ル
ー
ル
含
め
、
小
笠
原
村
で
は
自

然
を
守
る
為
の
各
種
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
冊
子
「
小

笠
原
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
小
笠

原
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

  ◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
五
十
二
貝
「
マ
イ
マ
イ
に
毒
は
あ
る
？
」
 

 

島
民
か
ら
の
素
朴
な
疑
問
だ
っ
た
。
 

ふ
む
、
そ
う
い
え
ば
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
 

試
し
に
「
Ｏ
Ｋ
グ
ー
グ
ル
、
カ
タ
ツ
ム
リ
 
毒
」

と
呟
い
て
み
た
が
、
マ
イ
マ
イ
に
寄
生
す
る
広
東
住

血
線
虫
の
話
題
ば
か
り
が
台
頭
し
、
ケ
ミ
カ
ル
な
意

味
で
の
毒
に
つ
い
て
は
沙
汰
も
な
い
。「
陸
生
軟
体

動
物
の
生
物
学
」
と
い
う
五
百
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
英

文
の
専
門
書
を
開
い
て
も
手
掛
か
り
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
 

 
海
の
貝
で
は
、
例
え
ば
イ
ガ
イ
や
バ
イ
は
餌
の
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
毒
素
が
体
内
に
蓄
積
し
た
「
貝
毒
」

を
も
つ
こ
と
が
あ
る
し
、
イ
モ
ガ
イ
類
の
よ
う
に
攻

撃
手
段
と
し
て
毒
を
も
つ
も
の
も
い
る
。
 

ど
う
し
て
マ
イ
マ
イ
に
は
毒
が
な
い
の
だ
ろ
う

か
？
 
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
コ
ス
ト
の

問
題
だ
。
毒
を
つ
く
り
だ
す
に
は
意
外
と
コ
ス
ト
が

か
か
る
ら
し
い
。
陸
上
は
海
に
比
べ
て
利
用
で
き
る

資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ
マ
イ
は
自
分
の
殻
を

つ
く
り
、
繁
殖
す
る
の
で
精
一
杯
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
 

 
自
ら
生
成
し
な
く
て
も
、
バ
ク
テ
リ
ア
等
を
食
べ

る
こ
と
で
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
知
見
不
足
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
事
実
、
多
種
多
様
な
マ
イ
マ
イ
を
収

集
し
標
本
に
し
て
き
た
専
門
家
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

一
部
の
種
で
は
ニ
ン
ニ
ク
っ
ぽ
い
匂
い
が
し
た
り
、

怪
し
い
ケ
ミ
カ
ル
な
香
り
が
す
る
も
の
も
い
る
ら
し

い
。
も
し
か
す
る
と
我
々
が
知
ら
な
い
だ
け
で
、
実

は
有
毒
マ
イ
マ
イ
は
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

                【
文
】
環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
母
島
事

務
室
 
和
田
慎
一
郎
【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
     

２
―
３
１
１
７
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東京宝島事業『島会議』の開催について 

＜東京宝島事業とは＞ 

 東京の島しょ地域にある素晴らしい景観や特産品、文化などをこれまで以上に有効活用することで、更なる魅力

拡大を図っていくために、東京都では昨年度から「東京宝島ブランド」を作り、磨き上げ、広く発信していくこと

を目的とした事業を行っています。 

 平成 30 年度は大島・神津島・三宅島・八丈島の４島で民間事業者の方々が中心となり、島の高付加価値化に向

けたブランドコンセプトやアクションプランを議論する「島会議」を実施しました。 

 今年度は、父島・母島をはじめ７島で「島会議」を実施するとともに、11 島の関係者が集まり、各島の取組の

共有・磨き上げ等を行なう「全体会議」を開催します。 

 また、年度末には各島における議論等の成果を発表し、今後の取組を進めていくためのパートナーとなりうる企

業とのビジネスマッチング等を行うイベントを開催するなど、各島の魅力（＝宝）を可視化・言語化し、磨き上げ

ることで、高付加価値化を目指す取組を進めます。  

 第１回島会議では、父島１３名、母島３名の方が参加し、父島・母島合同で、島の特色・魅力を言語化するた

めの議論・グループワークを行いました。「『宝物』といえる島の自慢」「特に共感してもらいたい島の魅力」「そ

の魅力のファンになってくれそうな人の年代・性別」について、それぞれのグループでディスカッションが行わ

れました。 

（会議の様子はＨＰでもご覧いただけます。） 

  

 今後、第２回以降の島会議は、父島・母島別で行い、 

ブランドコンセプトの磨き上げを行い、具体的なビジネスマッチング 

につながるような取組案を検討していきます。 

＜第２回島会議開催のお知らせ＞ 

    ≪父島≫ 

日時 ： ８月２６日（月） １９時から  

場所 ： 小笠原村役場 会議室Ａ 

 

＜島会議に関するお問い合わせは、以下までお願いします＞ 

東京宝島事業推進事務局（特定非営利活動法人離島経済新聞社内）  

大久保・宮本 03-5432-9831 

東京宝島事業 

特設ホームページ 

第１回島会議を６月１０日に行いました。 

議題 ： ○ 第１回島会議の振り返り 

    ○ 全体会議スタディーツアーにおける訪問先での学びの共有 

     ○ ブランドコンセプト案の議論・検討 など 

≪母島≫ 

日時 ：８月２５日（日） １９時から  

場所 ： 母島支所 大会議室 

≪今後の予定≫ 

年内に島会議や全体会議（於都心）を計４回程度行うほか、年度内にイベント（於都心）を行う 

予定です。 
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― 村民課福祉係 — 

—  第２３４号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

 お口の機能には、「噛む」「飲みこむ」「話す」「表情をつくる」などさまざまな機能があります。これらの機能が低下

すると、食べられない物が増え、食事が楽しくなくなったり、会話をする意欲が低下したりなど、食べることや話す 

ことに困難を感じるようになります。さらに、心身全体に悪影響を及ぼし、寝たきりを招くおそれもあります。お口の

ケアは「美味しく食べる」こと、「笑顔で話す」ことなどの楽しみや幸せを支える大切なケアです。まずは、今のお口の

機能をチェックしてみませんか？ 

いつまでも美味しくご飯を食べよう 

 お口ケアのメリットとは？ 

クジラ：機能チェックリストをしてみたら 5 点だった・・機能向上プログラムに参加してみようかな。 

保健師：お口の機能向上プログラムでは、「いつまでも美味しく食べる」ことを目標に、ガムなどを用

いた簡単な検査や、機能向上に効果的な簡単で楽しい体操などを行います。計 5 回のプログ

ラムを通して、心身ともに健康になりませんか？参加をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 お口のケアで 

①お口のトラブルの減少 

虫歯や歯周病等の感染症が改

善されます。 

②脳の活性化と認知症予防 

噛む刺激で記憶に関わる脳内の

神経細胞が増え、脳の活性化に役

立っています。 

 
「お口のケア」 

ってなあに？ 
 

③味覚の向上で食欲増進 

味覚は水に溶けたものしか感 

知できないため、ケアで唾液 

が増えれば味覚も改善され、 

食欲も増し、栄養改善にも繋 

がります。 

④コミュニケーションの改善 

口や舌の動きがよくなることで、 

発音がよくなり、おしゃべりや 

意思疎通も円滑にできるように 

なります。 

 お口ケアのポイント 
①「ブクブク・ガラガラうがい」出来ますか？ 

口の中に水を含むブクブクうがいが出来るため 

には、唇や頬、舌がうまく協調して働く必要があり

ます。これは食べ物を噛む力に繋がります。また、

喉で行うガラガラうがいは、喉にしっかりと空気を

ためておかなければ出来ま 

せん。これは食べ物を飲み 

込むときに必要な力です。 

 

②口の中が清潔だと食べ物が美味しくなる！ 

 舌にたまった汚れ(舌苔)は、味を感じる器官(味蕾) 

の働きを妨げます。舌をきれい 

にすると、味の感覚が鋭くなり、 

食べ物を美味しく感じることが 

できるようになります。 

 

③生活習慣の見直しでお口の機能をアップ♪ 

・よく噛んで食べる 

 食べ物の舌ざわり、歯ごたえを楽しみながらよく 

噛んで食べることで、噛む力、飲み込む力が鍛えら 

れます。 

・おしゃべりを楽しむ 

  話すことは、唇・舌・頬などの 

良い運動になります。 

質問項目 はい いいえ 

半年前と比べて、かたいものが

食べにくくなった 

２  

お茶や汁物でむせることがある ２  

義歯を使用している ２  

口の渇きが気になる １  

半年前と比べて、外出の頻度が

少なくなった 

１  

さきいか・たくあん位のかたさ

のものが噛める 

 １ 

1 日に 2 回以上は歯を磨く  １ 

1 年に 1 回以上は歯科医院を受

診している 

 １ 

 

お口の機能チェックリスト 合計点数が 

0～2 点 

機能低下の危

険性は低い 

3 点 

機能低下の危

険性あり 

4 点以上 

機能低下の危

険性が高い 

4 点以上のあなたへ・・・ 

楽しく運動をしてお口の機能を向上しませんか？ 

※65 歳以上の介護認定を受けていない方が対象です 

詳細は「健康・保健のコーナー」の記事をご覧ください。 

お口の機能向上プログラムを開催！ 

 

歯磨きだけではなく、歯茎・舌など 

口の中の全てから入れ歯まで含めた 

清掃や、「噛む」「飲みこむ」機能を 

維持・回復することをいいます。 

 

 

 

舌苔 味蕾 

  



SFウミガメ放流・定期予防接種 母島ＳＦタッチングプール

夏休みラジオ体操の開催（～31日）

小笠原の昆虫展（～30日）
母島ＳＦタッチングプール 　　　　　　入出港日

母島ＳＦタッチングプール

　　　　　　入出港日

母島ＳＦ稚亀放流＆星空観賞

母島ＳＦタッチングプール 育児学級（おやつの会）（母島）
国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

乳幼児健診・歯科健診（母島）

母島ＳＦタッチングプール
愛玩動物等の管理に関する条例（案）懇談会（母島）

母島ＳＦ南洋踊り体験会 　　　　　　入出港日

母島ＳＦタッチングプール

　　　　　　入出港日 行政相談所の開設

SF盆踊り練習会

SF盆踊り練習会 電話による無料法律相談

乳幼児健診・歯科健診（父島） 動物対処室の長期休診（～9月9日）

講演会（学校建築：来し方・行く末）

SF盆踊り 　　　　　　入出港日

母島ＳＦタッチングプール

　　　　　　入出港日 愛玩動物等の管理に関する条例（案）懇談会（父島）

SF盆踊り

母島ＳＦタッチングプール

SF盆踊り

母島ＳＦアオウミガメ放流会 入港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）

母島ＳＦタッチングプール

母島ＳＦ南洋踊り体験会 防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験

東京三弁護士会による法律相談（父島）

　　　　　　入出港日 SF山田ケンタin小笠原～ステージ&和太鼓ワークショップ～

村民相談

母島巡回労働相談

戦没者追悼式典 出港日

SF星空観望会Ⅰ 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

SF星空観望会Ⅱ

オガグワの森づくり体験会

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 木 16 金

2 金 17 土

3 土 18 日

4 日 19 月

5 月 20 火

6 火 21 水

7 水 22 木

8 木 23 金

9 金 24 土

10 土 25 日

11 日 26 月

12 月 27 火

13 火 28 水

14 水 29 木

15 木 30 金

31 土

山の日

振替休日


